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＜連絡事項＞

· 「弥生カップ」のポスター作成済み。各フロアへ掲示する事。

3/14にグループ分けのくじ引きを行うが、その前に事前に出欠を聞く予定。

· 弘前ホスピタリーアカデミーの学生、村上由紀さんが本日見学。
＜外来情報＞

· 大久保　律子様～「元気です」と話される。デイケア利用日の変更について主治医へ相談していな

い事をスタッフに言われたと話され相談している。利用日は火・水・金曜日と変更となる。

· 久保　興介様　～吐き気がたまにあるが自宅ではないと話される。不安時の薬について「1日何錠

飲めばいいんですか？」と質問されるため、6錠まで服用出来ることを説明している。テストについては「まあまあだった」と話され、次回のテストについては「まだ先です」と返答される。

· 横町　浩　様　～踵がひび割れているとの事でエルダシン軟膏処方となっている。法事に行ってき

たが「親は1万円のお膳だったが、自分は孫と同じ3千円のお膳だった」と話す。「体重は上下している。オエッとなる事がある」と話される。

· 田名部　一樹様～「問題ない。食欲も睡眠も良く摂れている」と話される。5月の連休について質

問され、長期間休みたい時は2週間分の処方も出来る事も伝えている。

· 関口　禅様　　～胃の痛みがあり、日赤病院受診し胃薬を処方されたことを報告されている。当院

でも処方出来るのか質問され、処方出来ることを伝えると今後胃痛があった際は、当院を受診する事を話されている。

· 伊藤　雄一様　～「主治医へ幻聴とテレパシーの違いについて聞いてくるように青山荘スタッフに

言われた」との事で質問している。主治医より「説明する事は難しい」という事や「テレパシーが聞こえるという事はなく、聞こえるという事は病気の一つと考えていい事」と説明している。「デイケアには、テレパシーが通じるメンバーがいる」と話されるため、再度テレパシーが聞こえる場合は、病気の一つと考える事を説明するが納得されない。服薬調整ない。

＜利用者様情報＞

· 富田　紀子様　～本日通所を見学されている。本人はデイケア週１回、月曜日の利用を考えている

との事。2/25（月）体験利用予定。

通所の説明に対し「ご飯はいつからタダになるの？」「勉強会ではメモをとったほうがいいの？」等質問されている。

· 秋山　和子様　～「足がムズムズする」と話されるが「カルテに書かないでほしい」と話される。

スタッフより、自分で主治医へ相談するように促すと「お母さんが一人になるから」と拒否され、入院とならないよう早めに相談する事を再度説明すると納得されている。

· 古舘　ヨリ様　～2/20（水）抜糸予定だったが、風邪の為「予約を断ってきた」と話される。早め

に抜糸するよう説明し、2/25（月）日赤病院へ予約を入れに行くとの事。

· 溝越　キク様　～体重増加され、衣類について「洗ったら縮んだ」と話される。間食は摂っていな

いが、夜食と脂肪分の多い物を好んで食べているとの事。

· 駒目　　翔様　～昨日突然「日赤へ行って来ます」と青陽館を出て行かれる。本人、ご家族から事

前に連絡なく、デイケア終了後お父様へ確認すると「本人が話していると思っていた」との事。事前にご家族からの連絡がほしい事を再度説明している。

また、本日のプログラムではシワになったハンカチを見せ「○○さんみたい」と中傷する発言あり。すぐ「冗談です」と話すが、発言内容が適切ではない事や他人への配慮が足りない事を説明している。

· 宮　　陽子様　～プログラム中に「障害者として生きていくのは嫌だ。社会についてもみんな知っ

ている」と表情硬くし30分ほど話されている。本日は血圧も高めとの事で早めに帰られている。

・　倉石　ヨシエ様～プログラムでのグループ分けの際に、五日市公様と一緒のグループになると「五

日市さんとだと嫌だ」と拒否されている。その後トラブルとなる事はない。

· 五日市　公様　～ペアで行う運動や作業等では一人でいる事が多く、倉石様の発言に対し傷ついて

いる可能性もある為、本人の話を良く聞きアドバイスしていく。

· 下妻　康貴様　～頸部に5㎜程度の赤い湿疹が8個見られている。痒みがあり引っかき傷あり、出

血されているため次回外来受診時に主治医へ相談するよう促している。

＜事例検討＞

吉田　キクエ様　　76歳　　統合失調症　　デイナイトケア利用　5年5ヶ月

○デイナイトケア治療計画

· 創作活動、レクリエーションを通じて、他メンバーとの交流、加齢に伴う能力の低下の軽減を図る。また、運動不足による肥満傾向がみられるため、運動プログラムの参加を促していく。

○現状

· 運動プログラムへ拒否することなく参加、取り組まれる。

· 体重の増加は見られない。

· 他者との適度な交流あり、トラブルとなることはない。

· メンバーが目の前にいても義歯を外し磨き、他者から「気持ち悪い」と言われるため、止めるよう再三の声掛けをしている。

· 足・腰の痛みの訴えなく「エアロビやっているせいかな」と話される。

· 歩行状態など転倒に気を配っている。

· 「痩せるため」と食事では野菜を残す事があり、主食もしくは主菜を減らすようアドバイスしている。

○今後について

・高齢であり、身体的にも適度な運動を促し、現状を維持できるように関わっていく。










